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2008年9月、民事再生法の適用を大阪地裁
に申請した引っ越し専門業者の大手、松本引越セ
ンター。約50億円、負債総額を背負った破たんだっ
た。
07年9月には、創業者で同社会長だった、松本
博文氏の長男、修治社長が自殺。また、同社の手形、
約6億円が取締役会の了承なく、市中に出回るなど、
スキャンダルが絶えなかった。
会社が破たんして以降、まったく表舞台に出てく
ることがなかった松本氏。だが、その足跡を大阪や
東京で発見した。
「これが問題になつとるんですわ」
と大阪のある会社経営者が差し出した、
〈エージェント登録申込書〉
というタイトルの書類。東京都千代田区に本社
があるE社が出しているものだ。
「この書類に記入して、エージェントになってくれ
という。それで月額2000円を支払えば、携帯
電話代金が不要という。そりゃ、安いですわ。おま
けに、破産したとはいえ、松本引越センター創業者
の話。2000円で済むならと飛びついたんです」
と前出の会社経営者は語る。
だがしばらくして、支払う料金が2000円から
4000円に変更になった。それでも、安いと申込
みをキャンセルはしなかったという。
「それどころか、次々に変な書類が届くようになっ
たんです。会員になったので、商口翠冗ってくれとか、
商品を渡すとか、身に覚えがないことばかり。売れ
たら、コミッションがもらえるとか、意味がわから
ない。そこで、送付元を調べたところ、携帯電話
のE社です」
と会社経営者は一一一目う。そして、肝心の携帯電話
代金は、
「2000円を支払ったのは、今年1月ごろ。だが、
今もって申し込んだ携帯電話の料金が安くなってい
ることはない。携帯電話会社にはこれまで通り、月
1万円程度の料金を支払っています」
と話す。
そこで、彼がE社について調べてみると、
「消費者センターなどに苦情がよく寄せられる、マ
ルチ商法的な会社だという。インターネットで検索
しても、そのような情報が多くみられた。そこで、
松本氏を問い詰めると『まだ安くなってませんか。
いや、もうすぐなります。それより、エージェント
のほうでなんとか、儲けてくださいよ』と変なことば
かり言う。我々の仲間うちで何人も、2000円
を騙し取られています。こんなもん、詐欺やとみん
な怒ってますわ」
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